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男子 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍ
シャトルラン

50ｍ走 立ち幅とび ボール投げ 体力合計点 女子 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20ｍ
シャトルラン

50ｍ走 立ち幅とび ボール投げ 体力合計点
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＜低学年＞

＜低学年＞

＜中学年＞

＜高学年＞

＜低学年＞

令和４年度　体育に関する指導改善計画 尾道市 山波 小学校

〇男子は、握力・反復横跳び・立ち幅跳

び・ボール投げの結果が県平均かつ全国

平均を下回っていた。

〇女子は､長座体前屈・反復横跳び・２０ｍ

シャトルラン・５０ｍ走・立ち幅跳びの結果

が県平均かつ全国平均を下回っていた。

〇男子は、筋力系と敏捷性に課題があり､

女子は､走力と持久力、柔軟性、敏捷性に

課題があることが分かった。

・体育朝会で､5分間走を行い持久走や筋力
の向上を図る取り組みを行った。

・各学級で､体育の授業前にカラーポールや
馬とびを行い､敏捷性の向上を図った。
また、マラソン練習や短縄跳びを通して､持
久力の向上を図ったとともに､仲間と共に高め
合う機会としても行った。

令和３年度の重点課題

上記の課題を受けて具体的に
取り組んだ事項

別紙 （参考様式）

令和５年度の

重点目標値

〇1日2回以上外遊びをする割合を､7割以上に引き上げる。

・体を動かすことの楽しさを全学年を通して､引き上げていくと共に外遊びをすることの楽しさに繋げていく。

・サーキットトレーニングや朝マラソンを通して､全身運動を行っていき､県平均を下回った項目の底上げを図り､全国平均以上にする。

令和４年度新体力テストの結果（県平均値（令和４年度）・全国平均値（令和３年度）との比較）

平成29年度新体力テストの結果（県平均値（平成28年度）・全国平均値（平成27年度）との比較）
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50ｍ走 立ち幅とび ボール投げ 体力合計点

第５学年 16.21 20.89 33.22 42.11 43.04 9.37 138.89 20.78 51.74 第５学年 15.40 18.43 33.15 39.93 48.36 9.07 127.86 12.50 54.50

県平均値かつ全国平均値未満
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別紙 （参考様式）

令和４年度新体力テストの結果（県平均値（令和３年度）・全国平均値（令和２年度）との比較）

運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか 学校独自の意識調査

◎男女共に､どの項目においても体力の低下が

著しい結果となった。男子においては､上体起こし

のみ県平均かつ全国平均より上回っており､女子

は､20シャトルランと５０ｍ走のみ県平均かつ全国

平均より上回る結果となった。

そのため、全ての項目に関する体力の向上を

図っていく必要があると考える。

重点課題

◎体育の授業では､サーキットトレーニングを必ず取り組むようにし､全身運動をすることで体力の向
上を図っていく狙いがある。

重点課題に対応した改善する取組内容及び方法

・体育朝会で､朝マラソンや短縄跳びなどを各学級で競ったり､縦割り活動で競ったりしながら異学年
交流の活動においても充実させる。

体育の授業以外で行う取組内容

体育の授業で行う取組内容

男子 好き やや好き やや嫌い 嫌い

第５学年 74.07 14.81 3.70 7.41

女子 好き やや好き やや嫌い 嫌い

第５学年 78.57 7.14 7.14 7.14

外遊びの回数

4：3回 3：2回 2：1回 1：0回

5-1 37.8% 29.7% 27.0% 2.7%


